




















1974；Yabe & Matsumoto, 1982；岡、1991；金沢ら、1984；鈴木ら、2004；矢部ら、
2008；Tokiwa et al., 2012, 2013）。しかし父島では 1986 年からアフリカマイマイが減少し、

















& Matsumoto, 1982；矢部、2006；Yabe et al., 2017）。したがって父島についてはクマネズ
ミのみを、母島列島についてはクマネズミのほかにドブネズミも検討の対象とした。
Ⅲ．結果と考察
表 1 に父島のクマネズミに見いだされた広東住血線虫の寄生率を示す。表 1 には堀ら
（1973）、Yabe & Matsumoto （1982）、および岡（1991）を含む 9 件の調査事例による寄生
率を示した。寄生率は、堀ら（1973）では 7.5%、Yabe & Matsumoto（1982）では 39.6% で
あったが、1990 年以降 2017 年までは 9.5％以下の状況が続いた。これらの寄生率について
二項確率紙により有意差を検定すると、案分線（332：49）から最も遠く離れた実測点まで
の距離の和が 30 + 25 = 55 mm となり、これは N = 9（P = 0.05）の R 値 21.7mm よりも大
きく、したがって有意差のあることを示した。しかし、1977-79 年の値（Yabe & Matsumoto, 
1982）を除くと、案分線（273：11）から実測点までの距離の和が 14 + 6.5 = 20.5 mm とな




住血線虫 1971-72 1） 1977-79 2） 1990 3） 2011 2013 2014 2015 2016 2017
陰性 74 59 21 19 15 50 30 33 31
陽性 6 38 2 2 0 0 1 0 0
計 80 97 23 21 15 50 31 33 31
寄生率（%） 7.5 39.2 8.7 9.5 0 0 3.2 0 0
1）堀ら（1973）




母島における寄生率を見ると、母島本島のクマネズミでは 1979 年（Yabe & Matsumoto, 
1982）に 44%（4/9）、2014 年に 26%（5/19）となった。これらの有意差を検定すると、案
分線（19：9）から実測三角形（5、4）と（14、5）までの距離の和が 3.5 + 3.0 = 6.5 mm と
なり、これは N = 2（P = 0.05）の R 値 13.4 mm よりも小さく、したがって有意差は認め
られなかった。なお、堀ら（1974）による 1973 年の調査ではクマネズミが捕獲されていな
い。
母島のドブネズミでは、1979 年に 2 頭中 1 頭に（Yabe & Matsumoto, 1982）、2014 年に
は 4 頭中 4 頭に広東住血線虫が見いだされた。この場合、案分線（1：5）から実測三角形
（1、1）と（0、4）までの距離の和は 8.0 + 5.0 = 13.0 mm となり、これは N = 2（P = 0.05）
の R 値 13.4 mm よりも小さく、したがって有意差は認められなかった。なお堀ら（1974）
では、アフリカマイマイから第 3 期幼虫が検出されたにもかかわらず、35 頭のドブネズミ
から広東住血線虫は検出されなかったが、不検出の理由は明らかでない。これとは異なり、





よると推測されている（大林、2006；Ohbayashi et al., 2005, 2007）。本種の父島への侵入
は 1990 年代前半に指摘され 1995 年に確認されたが、父島以外へは拡散していない（大林、
2006；大林・竹内、2007；Ohbayashi et al., 2007）。アフリカマイマイと共に、固有種を含





陸産貝類は、クマネズミの胃内に 1977 年には父島 2.3%（1/43）の頻度で、1979 年には父
島と母島を合わせた結果であるが、11.4％（4/35）の頻度で出現した（Yabe & Matsumoto, 
1982）。しかし、2011-17 年には父島で得られた 32 頭の胃内に全く見いだされなかった。こ
れは陸産貝類が 1977-79 年に豊富であったが 2011 年以降は減少したことを示唆する。ただ
し母島列島では、本島と属島で得られた計 71 頭のドブネズミの 72% に広東住血線虫が検
出されたにもかかわらず、空胃を除く 21 頭の胃内から陸産貝類が全く検出されていない
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